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味の素①

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

経営戦略の実現のための「人材戦略」

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

（出所）味の素株式会社「有価証券報告書（2025年３月期）」「ASVレポート（統合報告書）2024」 「ASVレポート（統合報告書）2025」を基に作成。

⚫ 2030ロードマップにおいて、事業モデル変革を進め、成長領域での成長にシフトすることにより、食品系事
業とバイオ＆ファインケミカル事業の事業利益の割合を1:1にすることを目指すこととしている。

⚫ 2030ロードマップに基づく事業モデル変革のため、特に、バイオ＆ファインケミカル事業において「知と経験」を
外部から獲得するキャリア採用に注力することとしている。

⚫ さらに、キャリア採用入社者が早期に実力を発揮できる環境を整備するため、早期活躍支援活動を行って
いる。

⚫ 事業モデル変革を見据えたキャリア採用の目標として、2030年度には全従業員の内、キャリア採用で入社
した従業員の比率が30%になることを掲げている。また、中期目標と足元の実績も開示している。

⚫ 1年間で入社する従業員の内、キャリア採用で入社する従業員の比率についても中期目標と足元の実績
を開示している。

Composition

Capability

Conditions

企業の概要

⚫ アミノ酸のリーディングカンパニーとして、食品事業とバイオ＆ファインケミカル事業を柱とした幅広い事業をグローバルに展開
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味の素②

経営戦略：重点事業の進化と事業モデル変革

4

⚫ 2030ロードマップにおいて、事業モデル変革を進め、成長領域での成長にシフトすることにより、食品系事
業とバイオ＆ファインケミカル事業の事業利益の割合を1:1にすることを目指すこととしている。

Composition

Capability

Conditions

（出所）味の素株式会社「ASVレポート（統合報告書）2024」を基に作成。



味の素③

人材戦略：事業モデル変革を見据えたキャリア採用の拡大と内部人財の融合

⚫ 2030ロードマップに基づく事業モデル変革のため、特に、バイオ＆ファインケミカル事業において「知と経験」を
外部から獲得するキャリア採用に注力することとしている。

⚫ さらに、キャリア採用入社者が早期に実力を発揮できる環境を整備するため、早期活躍支援活動を行って
いる。

（出所）味の素株式会社「ASVレポート（統合報告書）2025」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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（以下略）

味の素④

指標及び目標：キャリア採用の比率

⚫ 事業モデル変革を見据えたキャリア採用の目標として、2030年度には全従業員の内、キャリア採用で入社
した従業員の比率が30%になることを掲げている。また、中期目標と足元の実績も開示している。

⚫ 1年間で入社する従業員の内、キャリア採用で入社する従業員の比率についても中期目標と足元の実績
を開示している。

（出所）味の素株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。

（中略）

（中略）

Composition

Composition

Capability

Conditions

Capability

中期目標、短期目標、
足元の実績を開示
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カプコン①

⚫ 毎期10%以上の営業利益増益、年間ソフト販売1億本の達成に向け、世界最高水準のコンテンツを安
定的に市場に投入するための開発体制を拡充。

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

⚫ 開発人員の継続的拡充のため、毎年100名程度の新卒採用と、積極的な中途採用を実施。

⚫ 採用競争力を強化するため、新卒採用の初任給の引き上げを実施。また、優秀層の確保・定着、従業員
のモチベーション向上のため、給与水準を引き上げ、業績連動賞与制度・従業員向け株式報酬制度を導
入。

経営戦略の実現のための「人材戦略」

⚫ 開発人員の拡充状況を示す指標として、従業員数の開示に加え、内数として開発職の人員数、年齢分
布、新卒採用数を開示。

⚫ 給与水準の引き上げを示す指標として、平均年間給与を開示するとともに、内数として開発職の平均年間
給与も開示。

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

企業の概要

⚫ 高品質なゲームコンテンツを提供し、世界中の人々を魅了することを目指すグローバルなエンターテインメント企業

（出所）株式会社カプコン「有価証券報告書（2025年3月期）」 「統合報告書2025」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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経営戦略：営業利益増益、販売本数拡大に向けた開発体制の拡充

（出所）株式会社カプコン「統合報告書2025」を基に作成。

カプコン②

⚫ 毎期10%以上の営業利益増益、年間ソフト販売1億本の達成に向け、世界最高水準のコンテンツを安
定的に市場に投入するための開発体制を拡充。

Composition

Capability

Conditions
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カプコン③

⚫ 開発人員の継続的拡充のため、毎年100名程度の新卒採用と、積極的な中途採用を実施。

⚫ 採用競争力を強化するため、新卒採用の初任給の引き上げを実施。また、優秀層の確保・定着、従業員
のモチベーション向上のため、給与水準を引き上げ、業績連動賞与制度・従業員向け株式報酬制度を導
入。

人材戦略：開発人員の採用拡大、競争力のある賃金水準の設定

（出所）株式会社カプコン「有価証券報告書（2025年3月期）」 「統合報告書2025」を基に作成。

若年層の積極採用の方針

事業環境の変化を踏まえた
開発人員の拡充の重要性

開発人員の新卒・
中途採用、採用競
争力のある賃金水

準の設定

Composition

Capability

Conditions

9



カプコン④

⚫ 開発人員の拡充状況を示す指標として、従業員数の開示に加え、内数として開発職の人員数、年齢分
布、新卒採用数を開示。

⚫ 給与水準の引き上げを示す指標として、平均年間給与を開示するとともに、内数として開発職の平均年間
給与も開示。

指標及び目標：開発職の人員数・新卒採用数、平均年間給与

（出所）株式会社カプコン「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。
（以下略）

Composition

Capability

Conditions

Composition

Conditions
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中外製薬①

⚫ 「世界最高水準の創薬の実現」と「先進的事業モデルの構築」という2030年に向けた成長戦略「TOP I 
2030」の実現に向けて、以下のKey Driversを掲げる。

1. 創薬から早期開発までのプロセスに経営資源を集中投下する「RED SHIFT」

2. 生産性向上とデジタル活用による革新的な新薬創出を目指す「DX」

3. 外部との協働、外部技術の活用により、新たなイノベーション機会の創出に取り組む「Open Innovation」

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

⚫ 成長戦略におけるKey Driversに関連した人材戦略を具体的に説明。
1. 「RED SHIFT」に関連して、高度専門人財の発掘・採用・育成に関する人材戦略を説明

2. 「DX」に関連して、デジタル人財の育成に関する人材戦略を説明

3. 「Open Innovation」に関連して、ネットワークの形成やグローバルな知見を習得するための人材戦略を説明

経営戦略の実現のための「人材戦略」

⚫ 人材戦略の進捗状況をモニタリングするための指標及び目標を開示。
1. 高度専門人財の発掘・採用・育成に関するKPIとして、高度専門人財（サイエンス人財、メディカルドクターを含む）の充足度

2. デジタル人財の育成に関するKPIとして、デジタル人財の充足度

3. ネットワークの形成やグローバルな知見の習得に関するKPIとして、外部専門機関への人財輩出数

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

（出所）中外製薬株式会社「有価証券報告書（2024年12月期）」 「アニュアルレポート2024」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions

企業の概要

⚫ がん・バイオに強みを持つ、医薬品の研究開発型製薬企業

11



中外製薬②

経営戦略：RED SHIFT、DX、Open Innovation

（出所）中外製薬株式会社「アニュアルレポート2024」、人的資本経営コンソーシアム第2期「人的資本経営の現状・課題とトップランナーたちの取組」を基に作成。

⚫ 「世界最高水準の創薬の実現」と「先進的事業モデルの構築」という2030年に向けた成長戦略「TOP I 
2030」の実現に向けて、以下のKey Driversを掲げる。

1. 創薬から早期開発までのプロセスに経営資源を集中投下する「RED SHIFT」

2. 生産性向上とデジタル活用による革新的な新薬創出を目指す「DX」

3. 外部との協働、外部技術の活用により、新たなイノベーション機会の創出に取り組む「Open Innovation」

*RED: Research and Early Development

Composition

Capability

Conditions
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中外製薬③

人材戦略：連続的なイノベーションの創出を実現するための人財の確保

⚫ 成長戦略におけるKey Driversに関連した人材戦略を具体的に説明。
1. 「RED SHIFT」に関連して、高度専門人財の発掘・採用・育成に関する人材戦略を説明

2. 「DX」に関連して、デジタル人財の育成に関する人材戦略を説明

3. 「Open Innovation」に関連して、ネットワークの形成やグローバルな知見を習得するための人材戦略を説明

（出所）中外製薬株式会社「アニュアルレポート2024」 「People & Culture Report 2024」を基に作成。

成長戦略のKey Driversのひとつであ
る「Open Innovation」に関連して、
ネットワークの形成やグローバルな知見を
習得するための人材戦略を説明

成長戦略のKey Driversのひとつであ
る「RED SHIFT」に関連して、高度専
門人財の発掘・採用・育成に関する人
材戦略を説明

成長戦略のKey Driversのひとつであ
る「DX」に関連して、デジタル人財の育
成に関する人材戦略を説明

Composition

Capability

Conditions
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（中略）

中外製薬④

指標及び目標：サイエンス人財・デジタル人財の充足度、外部専門機関への人財輩出数

⚫ 人材戦略の進捗状況をモニタリングするための指標及び目標を開示。
1. 高度専門人財の発掘・採用・育成に関するKPIとして、高度専門人財（サイエンス人財、メディカルドクターを含む）の充足度

2. デジタル人財の育成に関するKPIとして、デジタル人財の充足度

3. ネットワークの形成やグローバルな知見の習得に関するKPIとして、外部専門機関への人財輩出数

ネットワークの形成やグローバ
ルな知見の習得に関するKPI
として、「外部専門機関への
人財輩出数」を指標・目標と
して設定

デジタル人財の育成に関する
KPIとして、デジタル人財の充
足度を指標・目標として設定

高度専門人財の発掘・採
用・育成に関するKPIとして、
高度専門人財（サイエンス
人財、メディカルドクターを含
む）の充足度を指標・目標と
して設定

Composition

Composition

Capability

Conditions

Capability

Capability

14（出所）中外製薬株式会社「有価証券報告書（2024年12月期）」を基に作成。



デンソー①

⚫ 「モビリティの進化」を成長ドライバーとして掲げ、電動化、半導体、ソフトウェアなどの新たな成長領域にシフ
トするための「事業ポートフォリオ変革」を推進。

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

⚫ 「事業ポートフォリオ変革」を実現するための「人財ポートフォリオ変革」を遂行。各領域における必要な人財
の質・量の目標を明確にするため、事業戦略において重要な535の専門性を定義し、目標と現状のギャッ
プを埋めるための採用・育成・配置の施策を実施。特に、電動化、ソフトウェア、半導体などの領域を中心に、
人財の質と量の強化に取り組む。

経営戦略の実現のための「人材戦略」

⚫ 電動化、ソフトウェア、半導体などの成長領域にシフトするため、2030年度のあるべき開発設計技術者の
目標と過年度の実績を示し、「人財ポートフォリオ変革」の進捗状況を理解できるように開示。

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

企業の概要

⚫ 先進的な自動車技術、システム・製品を提供する、グローバルな自動車部品メーカー

（出所）株式会社デンソー「統合報告書 2025」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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デンソー②

経営戦略：事業ポートフォリオ変革（成長領域へのシフト）

（出所）株式会社デンソー「統合報告書 2025」を基に作成。

⚫ 「モビリティの進化」を成長ドライバーとして掲げ、電動化、半導体、ソフトウェアなどの新たな成長領域にシフ
トするための「事業ポートフォリオ変革」を推進。

Composition

Capability

Conditions
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（以下略）

デンソー③

人材戦略：事業ポートフォリオ変革を実現するための人財ポートフォリオ変革

（出所）株式会社デンソー「統合報告書 2025」を基に作成。

⚫ 「事業ポートフォリオ変革」を実現するための「人財ポートフォリオ変革」を遂行。各領域における必要な人財
の質・量の目標を明確にするため、事業戦略において重要な535の専門性を定義し、目標と現状のギャッ
プを埋めるための採用・育成・配置の施策を実施。特に、電動化、ソフトウェア、半導体などの領域を中心に、
人財の質と量の強化に取り組む。

Composition

Capability

Conditions

必要な人財の質・量を明
確にするため、事業領域
における専門性を定義

重点領域であるソフトウェア技術者
への転身のための施策を開示
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（以下略）

デンソー④

指標及び目標：2030年における開発設計技術者の人財ポートフォリオ（割合）

（出所）株式会社デンソー「統合報告書 2025」を基に作成。

⚫ 電動化、ソフトウェア、半導体などの成長領域にシフトするため、2030年度のあるべき開発設計技術者の
目標と過年度の実績を示し、「人財ポートフォリオ変革」の進捗状況を理解できるように開示。

Composition

Composition

Capability

Conditions

Capability

人財ポートフォリオ充足に向けた
目標と実績を定性・定量の両面から開示
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⚫ 事業戦略と一体となった人材ポートフォリオの実現に向け、リスキリング・アップスキリングの強化等に取り組む。
Uvance*の拡大に向けては、SAP、Salesforce、ServiceNow等のスキルを有するエンジニアの育成に注
力。

経営戦略の実現のための「人材戦略」

富士通①

⚫ 事業モデル・ポートフォリオ戦略として、Uvance*を中心とした価値の高いデジタルサービスの創出・提供によ
るサービスソリューション事業の成長を掲げる。

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

⚫ リスキリング・アップスキリング等による人材ポートフォリオの実現に向けた進捗状況をモニタリングするための指
標として、高度専門人材認定者数や資格取得件数（SAP、ServiceNow、Salesforce）を設定。

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

企業の概要

⚫ AI や次世代コンピューティングなど最先端テクノロジーを強みとしたソリューションを通じて、グローバルにデジタルサービスを提供

Composition

Capability

Conditions

19（出所）富士通株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」 「統合レポート 2025」、同社ウェブサイトを基に作成。

*Uvance:データ&AIによる意思決定の高度化や業種や国を跨いだデータ連携を通じて、ビジネス全体の変革を実現し、顧客の事業成長と社会課題解決の両立を推進する社会課
題を起点とする事業モデル。



富士通②

経営戦略：デジタルサービスの創出・提供によるサービスソリューション事業の成長

⚫ 事業モデル・ポートフォリオ戦略として、Uvance*を中心とした価値の高いデジタルサービスの創出・提供によ
るサービスソリューション事業の成長を掲げる。

（出所）富士通株式会社「統合レポート 2025」、同社ウェブサイトを基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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*Uvance:データ&AIによる意思決定の高度化や業種や国を跨いだデータ連携を通じて、ビジネス全体の変革を実現し、顧客の事業成長と社会課題解決の両立を推進する社会課
題を起点とする事業モデル。



富士通③

人材戦略：リスキリング・アップスキリングの強化

⚫ 事業戦略と一体となった人材ポートフォリオの実現に向け、リスキリング・アップスキリングの強化等に取り組む。
Uvance*の拡大に向けては、SAP、Salesforce、ServiceNow等のスキルを有するエンジニアの育成に注
力。

（出所）富士通株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」、同社ウェブサイトを基に作成。

（中略）

（以下略）

Composition

Capability

Conditions
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*Uvance:データ&AIによる意思決定の高度化や業種や国を跨いだデータ連携を通じて、ビジネス全体の変革を実現し、顧客の事業成長と社会課題解決の両立を推進する社会課
題を起点とする事業モデル。



（以下略）

富士通④

指標及び目標：高度専門人材認定者数、SAP資格取得件数等

⚫ リスキリング・アップスキリング等による人材ポートフォリオの実現に向けた進捗状況をモニタリングするための指
標として、高度専門人材認定者数や資格取得件数（SAP、Salesforce、ServiceNow）を設定。

（出所）富士通株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。

（中略）
リスキリング・アップスキリング
に関する指標

SAP、Salesforce、
ServiceNow

Composition

Capability

Conditions

Composition

Capability

中長期的にビジネスへの貢献度が極めて高い領域に
非常に高い専門性を有する従業員
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九州フィナンシャルグループ①

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

経営戦略の実現のための「人材戦略」

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

企業の概要

⚫ 九州地方を中心に、銀行を中核とした金融サービスを展開する総合金融グループ

（出所）株式会社九州フィナンシャルグループ「有価証券報告書（2025年3月期）」 「2025 統合報告書」を基に作成。

⚫ 中期経営計画において、従来の金融サービスに加えて、コンサルティング、IT・DX等の新たな事業領域の拡
大により、2030年度に向けて収益基盤の拡大を目指す戦略を示している。

⚫ 2030年度に収益基盤の拡大を実現するため、2030年に目指す（コンサル、IT・DX等の）人材ポート
フォリオを示すとともに、不足する専門人材を確保するための採用、育成、戦略的人材活用等の人材戦略
を記載。

⚫ 専門人材の育成・採用の充足状況をモニタリングするため、2030年度の目標及び2026年度の中間目標
を設定。実績を時系列で示すことで目標の達成に向けた進捗状況を開示。

⚫ 人材を確保するための競争力のある報酬水準の設定に関する指標として、「賃上げ」や「初任給引き上げ」
に関する定量情報を開示。

Composition

Capability

Conditions

23



九州フィナンシャルグループ②

経営戦略：地域価値共創事業の収益基盤拡大

（出所）株式会社九州フィナンシャルグループ「2025 統合報告書」を基に作成。

⚫ 中期経営計画において、従来の金融サービスに加えて、コンサルティング、IT・DX等の新たな事業領域の拡
大により、2030年度に向けて収益基盤の拡大を目指す戦略を示している。

2030年度に向けて
収益基盤を拡大

Composition

Capability

Conditions
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九州フィナンシャルグループ③

人材戦略：様々なフィールドで活躍できる人材を育成

（出所）株式会社九州フィナンシャルグループ「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。

⚫ 2030年度に収益基盤の拡大を実現するため、2030年に目指す（コンサル、IT・DX等の）人材ポート
フォリオを示すとともに、不足する専門人材を確保するための採用、育成、戦略的人材活用等の人材戦略
を記載。

2030年における目指す
人材ポートフォリオ

目指す人材ポートフォリオ
と現状のギャップ及び

ギャップ解消のための施策

Composition

Capability

Conditions
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九州フィナンシャルグループ④

指標及び目標：専門人材プールの充足率、賃上げ、初任給引き上げ

（出所）株式会社九州フィナンシャルグループ「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。

⚫ 専門人材の育成・採用の充足状況をモニタリングするため、2030年度の目標及び2026年度の中間目標
を設定。実績を時系列で示すことで目標の達成に向けた進捗状況を開示。

⚫ 人材を確保するための競争力のある報酬水準の設定に関する指標として、「賃上げ」や「初任給引き上げ」
に関する定量情報を開示。

2030年の最終目標
に加えて、中間目標を
開示し、目標に向けた
進捗状況を可視化

人材確保のための
競争力のある報酬

水準の設定

Conditions

Composition

Conditions

Composition

Capability

Conditions

Capability
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SCSK①

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

経営戦略の実現のための「人材戦略」

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

（出所）SCSK株式会社「統合報告書 2025」を基に作成。

⚫ 中期経営計画において、売上高伸長率・売上総利益率・一人当たり営業利益額が高い分野への事業シ
フト、成長市場において市場をリードする事業の推進、次世代デジタル事業の創出の３つの基本戦略を掲
げる。

⚫ 事業戦略の実現に向けた高度デジタル人材の育成を重点施策として位置づけ、具体的には、 「デジタル
先進技術者」 に加え、コンサルティング機能拡充・事業開発を担う「コンサル・ビジネスデザイン人材」、質の
高いプロジェクトを遂行する「高度プロジェクト・マネージャ人材」、全社員を対象とした「デジタルスキル人材」
の採用・育成の強化を図っている。

⚫ 高度デジタル人材の育成の進捗状況をモニタリングするための指標として、「コンサル・ビジネスデザイン人材」、
「先進技術者育成研修修了者」、「高度プロジェクト・マネージャ人材」、「デジタルスキル標準教育修了者」
の中期経営計画における具体的な目標と過年度の実績を開示している。

Composition

Capability

Conditions

企業の概要

⚫ コンサルティング、システム開発などのITサービスを多様な業種に提供
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SCSK②

経営戦略：事業シフト、成長市場における事業推進、次世代デジタル事業の創出

（出所）SCSK株式会社「統合報告書 2025」を基に作成。

⚫ 中期経営計画において、売上高伸長率・売上総利益率・一人当たり営業利益額が高い分野への事業シ
フト、成長市場において市場をリードする事業の推進、次世代デジタル事業の創出の３つの基本戦略を掲
げる。

Composition

Capability

Conditions
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SCSK③

人材戦略：事業戦略の実現に向けた高度デジタル人材の育成

⚫ 事業戦略の実現に向けた高度デジタル人材の育成を重点施策として位置づけ、具体的には、 「デジタル
先進技術者」 に加え、コンサルティング機能拡充・事業開発を担う「コンサル・ビジネスデザイン人材」、質の
高いプロジェクトを遂行する「高度プロジェクト・マネージャ人材」、全社員を対象とした「デジタルスキル人材」
の採用・育成の強化を図っている。

（出所）SCSK株式会社「統合報告書 2025」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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SCSK④

指標及び目標：高度デジタル人材数

⚫ 高度デジタル人材の育成の進捗状況をモニタリングするための指標として、「コンサル・ビジネスデザイン人材」、
「先進技術者育成研修修了者」、「高度プロジェクト・マネージャ人材」、「デジタルスキル標準教育修了者」
の中期経営計画における具体的な目標と過年度の実績を開示している。

（出所）SCSK株式会社「統合報告書 2025」を基に作成。

Capability

Composition

Capability

Conditions

Composition CapabilityComposition

CapabilityComposition CapabilityComposition
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企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

経営戦略の実現のための「人材戦略」

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

（出所）株式会社SHIFT「有価証券報告書（2025年8月期）」を基に作成。

Composition

Capability

ConditionsSHIFT①

⚫ 2028～30年までに売上高3,000億円を目標とした中期成長戦略「SHIFT3000」を策定。

⚫ ソフトウェアの品質保証事業に加え、上流から開発の工程、また付随する近接のサービスの成長に向け「採
用力」を重視。

⚫ SHIFTは、AI技術を活用したサービスの拡大、品質向上、生産性向上を目指し、以下の人材戦略を掲げ
る（AI時代における人的資本経営）。
1. 新卒・未経験者採用・中途採用の拡大

2. 従業員が重視するポイントを把握し、AIも活用しつつ、組織での制度設計・施策に反映すること等により社内エン
ゲージメントを向上

3. 多様な経験・スキルを持つ人材が評価され、給与が上がる仕組みづくり

⚫ 人材戦略の進捗状況をモニタリングするための指標及び目標を開示。
1. 採用数

2. 退職率

3. 年間昇給率

企業の概要

⚫ ソフトウェアの第三者検証・品質保証サービスを提供する、急成長中のテクノロジー企業
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SHIFT②

経営戦略：「採用力」を基にしたソフトウェアの品質保証、総合的ITソリューション事業の更なる成長

⚫ 2028～30年までに売上高3,000億円を目標とした中期成長戦略「SHIFT3000」を策定。

⚫ ソフトウェアの品質保証事業に加え、上流から開発の工程、また付随する近接のサービスの成長に向け「採
用力」を重視。

（出所）株式会社SHIFT「有価証券報告書（2025年8月期）」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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（中略）



人材戦略：採用人数の最大化と退職者の最小化

⚫ SHIFTは、AI技術を活用したサービスの拡大、品質向上、生産性向上を目指し、以下の人材戦略を掲げ
る（AI時代における人的資本経営）。
1. 新卒・未経験者採用・中途採用の拡大

2. 従業員が重視するポイントを把握し、AIも活用しつつ、組織での制度設計・施策に反映すること等により社内エン
ゲージメントを向上

3. 多様な経験・スキルを持つ人材が評価され、給与が上がる仕組みづくり

（出所）株式会社SHIFT「有価証券報告書（2025年8月期）」を基に作成。

（以下略）

Composition

Capability

Conditions
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SHIFT④

指標及び目標：採用数、退職率、年間昇給率

⚫ 人材戦略の進捗状況をモニタリングするための指標及び目標を開示。

1. 採用数

2. 退職率

3. 年間昇給率

（出所）株式会社SHIFT「有価証券報告書（2025年8月期）」を基に作成。

（以下略）

Conditions

Composition

Capability

Conditions

Conditions

Composition

Composition
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SHIFT⑤

人材戦略：プロフェッショナル人材の採用

⚫ （参考：2024年8月期）大型案件ニーズの拡大と若手人材の稼働率低下という企業を取り巻く状況を踏まえ、
開発などの大規模案件を担うことができるプロフェッショナル層の採用に注力し、若手の採用を絞り込んでいた。この
結果、2024年8月期において、2023年8月期と比べプロフェッショナル人材の在籍人数を2.7倍に増加させた。

（出所）株式会社SHIFT「2024年8月期 第4四半期および通期決算説明会資料」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions
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双日①

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

経営戦略の実現のための「人材戦略」

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

（出所）双日株式会社「統合報告書2025」を基に作成。

⚫ 2030年に向けた目標として「Next Stage＝企業価値の2倍成長」を掲げている。Next Stageの到達に
向け、グローバルに新規投資を拡大している。

⚫ グローバルビジネスにおける競争優位性の源泉である、現地の商習慣に精通し、スピード感を持って地域社
会やビジネスネットワークに深く入り込むことができる現地人材（ナショナルスタッフ）の活用を重視している。

⚫ 事業会社や海外拠点の現地人材と本社社員が一体となり事業創出・事業経営力を高めていくため、 「海
外グループ会社CxO（現地人材）比率」を人材KPIの1つに据えている。

Composition

Capability

Conditions

企業の概要

⚫ 機械・エネルギー・化学品・生活産業など多様な分野で事業を展開する総合商社
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双日②

⚫ 2030年に向けた目標として「Next Stage＝企業価値の2倍成長」を掲げている。Next Stageの到達に
向け、グローバルに新規投資を拡大している。

（出所）双日株式会社「統合報告書2025」を基に作成。

グローバルに
新規投資を拡大

Composition

Capability

Conditions
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経営戦略：グローバルに新規投資を拡大



双日③

人材戦略：ヒト（組織・人材）の力を活かしたグローバル事業展開

（出所）双日株式会社「統合報告書2025」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions

⚫ グローバルビジネスにおける競争優位性の源泉である、現地の商習慣に精通し、スピード感を持って地域社
会やビジネスネットワークに深く入り込むことができる現地人材（ナショナルスタッフ）の活用を重視している。
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（中略）

双日④

指標及び目標：海外グループ会社CxO（現地人材）比率

（出所）双日株式会社「統合報告書2025」を基に作成。

Composition

Capability

Conditions

⚫ 事業会社や海外拠点の現地人材と本社社員が一体となり事業創出・事業経営力を高めていくため、 「海
外グループ会社CxO（現地人材）比率」を人材KPIの1つに据えている。

Composition Capability

（以下略）
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東京海上ホールディングス①

企業の中長期的な成長・企業価値向上に向けた「経営戦略」

経営戦略の実現のための「人材戦略」

人材戦略の進捗状況をモニタリングするための「指標及び目標」

（出所）東京海上ホールディングス株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」 「統合レポート2025」を基に作成。

⚫ コア事業である保険事業に加え、防災・減災対策を含む建設コンサルティング等のソリューション事業による
成長を掲げている。

⚫ ソリューション事業の拡大により、顧客の事故・被害を低減することで、保険金の支払いが減少し、保険事
業の収益性の向上に寄与することが期待される。ソリューション事業部門に不可欠となる専門性と技術を有
する人材を買収を通じて確保している。

⚫ 成長領域であるソリューション事業部門の拡大に向け、積極的に人材を配置する。

⚫ また、事業に必要なケイパビリティを確保するため、各領域における専門性を有する人材のキャリア採用を積
極的に行う。

⚫ 成長領域であるソリューション事業部門の拡大の進捗を示す指標として、ソリューション事業部門の社員数
を設定。

⚫ 事業に必要なケイパビリティを確保するための専門性を有する人材のキャリア採用の進捗を示す指標として、
キャリア採用者の在籍者数を設定。

Composition

Capability

Conditions

企業の概要

⚫ 世界のお客様に“あんしん”をお届けし、成長し続けるグローバル保険グループ
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東京海上ホールディングス②

（出所）東京海上ホールディングス株式会社「統合レポート2025」を基に作成。

経営戦略：保険事業以外の新たな収益源となり、保険事業の収益性の向上に寄与するソリューション事業の拡大

⚫ コア事業である保険事業に加え、防災・減災対策を含む建設コンサルティング等のソリューション事業による
成長を掲げている。

⚫ ソリューション事業の拡大により、顧客の事故・被害を低減することで、保険金の支払いが減少し、保険事
業の収益性の向上に寄与することが期待される。ソリューション事業部門に不可欠となる専門性と技術を有
する人材を買収を通じて確保している。

Composition

Capability

Conditions

保険事業に加え、建設コンサルティング
等のソリューション事業を提供 41



東京海上ホールディングス③

（出所）東京海上ホールディングス株式会社「統合レポート2025」を基に作成。

経営戦略：保険事業以外の新たな収益源となり、保険事業の収益性の向上に寄与するソリューション事業の拡大

Composition

Capability

Conditions

2032年における市場規
模の拡大とソリューション

事業の成長余地

42



東京海上ホールディングス④

⚫ 成長領域であるソリューション事業部門の拡大に向け、積極的に人材を配置する。

⚫ また、事業に必要なケイパビリティを確保するため、各領域における専門性を有する人材のキャリア採用を積
極的に行う。

Composition

Capability

Conditions

43

人材戦略：グループ一体経営を支える人材基盤と戦略的人材ポートフォリオの強化

（出所）東京海上ホールディングス株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。



東京海上ホールディングス⑤

指標及び目標：ソリューション事業部門の社員数、キャリア採用者の在籍者数

⚫ 成長領域であるソリューション事業部門の拡大の進捗を示す指標として、ソリューション事業部門の社員数
を設定。

⚫ 事業に必要なケイパビリティを確保するための専門性を有する人材のキャリア採用の進捗を示す指標として、
キャリア採用者の在籍者数を設定。

（以下略）

（中略）

（中略）Composition

Composition

Capability

Conditions

Capability

44（出所）東京海上ホールディングス株式会社「有価証券報告書（2025年3月期）」を基に作成。
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